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① データが各所に散在している
② データ利活用が定着していない
③ 学習履歴がとれているが適切に活用できていない

つくば市におけるデータ利活用の課題



① データが各所に散在している
② データ利活用が定着していない
③ 学習履歴がとれているが適切に活用できていない

つくば市におけるデータ利活用の課題

① データプラットフォーム
② １人１台の新しい生活様式（児童も教師も）
③ AI分析システムと活用場面の具体的提示

➡ 教師の授業づくりのスタンダード



教育支援システム
データプラットフォー

ム

教育支援システム
データプラットフォーム

デジタルポートフォリオ 個別学習ログ 使用ログ

OSアプリと連携 WEBアプリと連携 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教科書と連携

CBT
教育支援システム

AI分析
先生 子供+保護者

つくばGIGAスクール構想がめざすもの



場面ごとの教育データの取得

AIドリルによる
個別学習履歴の活用

学習目標ごとの理解度の確認

個人の理解度の確認

単元の展開時や、 まとめにおける、 学

習者の理解状況把握のためのデータとし

て活用。

■ 学習理解度 ■ 学習のつまずき



場面ごとの教育データの取得



場面ごとの教育データの取得



つくば市 １ 人1 台端末と教育データの利活用

課題 データ収集方法と

教員の情報活用能力及びデータ リテラシーの向上

■ データ収集要件
⇒  粒子が細かすぎると負担

⇒  分析がしにくい

学習指導要領

国研データや

■ 教員のデータリテラシー
⇒  取得したデータの取り扱い

⇒  統計的視点 （クロス集計など）

■ データの標準化

⇒  どこまでを標準化

⇒  学校の教育目標との照合
校務支援システム



つくばGIGAスクール構想
ー 学びを止めない「シームレス教育」－

つくばGIGAスクール構想がめざすもの

高速大容量
ネットワーク

１人１台端末
クラウド

運用（OS）
学びを支援する
ソフトウエア

個別最適化
教育データ利活用

子供の力を最大限に引き出し効率的･効果的学習の実現



GIGAスクール
完成後の風景

つくば市は１１月から順次導入

つくばGIGAスクール構想がめざすもの



つくばGIGAスクール構想 新しい生活様式

時間 児童生徒の活動 教育データ

８：００ 〇 登校完了
・端末を机に出す

↓
・端末ログイン

↓

クラウドログ開始
・セキュリティ
・アップデート

８：２０ 〇 スタディノート自動起動
・ログイン
・健康観察
（せんせいあのね）
・朝自習・読書
チャレンジングスタディ

児童生徒の健康状況
出欠確認・心理
読書データ
スタディログ

教育支援
システム連動



つくばGIGAスクール構想 新しい生活様式

Microsoftfoamsで作成した
健康観察フォーム

「せんせいあのね」
・休校期間中から活用

・ｽﾀﾃﾞｨﾉｰﾄと連動
・出欠
・健康チェック
・気持ちのお天気

〇 学力との相関
〇 児童生徒理解
〇 予防的生徒指導



つくばGIGAスクール構想 新しい生活様式

時間 児童生徒の活動 教育データ

８：３５ 〇 朝の会
・今日のスピーチ
・日課確認
・今日の連絡

・１分間スピーチ
ポートフォリオ

・連絡帳

８：４５ 〇 授業開始
・各教科におけるICT活用

・デジタルポート
フォリオ

・スタディログつくば７C学習における活用

国語 算数 プログラ
ミング

健康観察 スピーチ

教育支援
システム

教育支援
システム





21世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ

[指導のためのデータ]

〇 学習指導要領の位置づけ

〇 教科の見方考え方

〇 効果的教材データ

〇 効果的提示資料

[学習者理解のためのデータ]

■ 個の既有の知識の確認

■ 個の興味関心

■ 単元に対する理解傾向

必要な教育データ



[指導のためのデータ]

〇 展開に必要な補助データ

〇 発展に必要な応用データ

〇 効果的教材・資料

〇 関連する子供の既習状況

[学習者理解のためのデータ] 

■ 個の情報収集データ

■ 個の思考の状況

■ 場面での理解度

必要な教育データ

21世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ



[指導のためのデータ]

〇 支援のためのデータ

・下学年との関連

・過去のつまづぎ傾向の

分析デー タ

[学習者理解のためのデータ]

■ 学習理解度

■ 応用力・活用力の定着度

■ 学習のつまづき

必要な教育データ

21世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ



効果的
効率的

授業の構築

スタディログによる児童理解

発問 焦点化 支援

授業後の理解度の確認

自己を知る 保護者支援家庭学習

教育データを活用する場面を具体的に統一

つくばGIGAスクール構想 新しい生活様式



つくば市 １ 人1 台端末と教育データの利活用

今後
すべての教員が教育データの利活用ができる

仕組みづくり

■ データ収集のシステム化⇒  

単元計画への位置づけ⇒  

データ収集の手順化

■ データ分析の標準化

⇒  データ分析マニュアル化

■ データリテラシー研修

⇒  教員研修

⇒  児童生徒の情報活用能力育成

新しいデータ利活用単元デザイン

教材研究

既有知識等

学習過程確認

理解度

学習成果確認

定着度



先端技術
学習指導要領の求める資質・能力を育成、深化し、子供の力を最大限引き出す効果的な活用の在り方が必要

→「学校現場における先端技術利活用ガイドライン」を策定

教育ビッグデータ
・ＩＣＴを基盤とした先端技術を活用することで、得られる教育ビッグデータの効果的な収集・蓄積・分析が必要

・教育ビッグデータの利活用の在り方の検討が必要

教育ビッグデータの収集教育ビッグデータ（スタディ・ログ等）
を活用した指導・支援

学校ＩＣＴ環境
先端技術・教育ビッグデータ活用の前提となる学校現場におけるＩＣＴ環境は不十分であり、早急な充実が必要

20
→GIGAスクール構想の加速化

先端技術・教育ビッグデータの効果的な活用とICT環境の整備について取り組むべき方策
（全体像）

①データの標準化
データを相互に活用して可能性を最大化するために

データの言葉や目盛りを揃える

②スタディログ（学習履歴）利活用環境の整備
個人ごとのスタディログ（学習履歴）のデータを
簡便に、継続的に蓄積できるようにする

教育ビッグデータを活用した個別最適な学びの実現

③データによる学習分析（ラーニングアナリティクス）
学習効果を向上する要因等をデータから分析する

「新時代の学びを支える先端技術活用推
進方策（最終まとめ）」もとに一部時点更新

データ収集のプラットフォーム
になる教育支援ソフト

IN PUT

IN PUT



つくばGIGAスクール構想 新たな課題

①「教育支援ソフトウェア」とデータ解析（CBT）システムの連携
② ビッグデータのAI分析と教育利用へのフィードバック場面設定

システム構築の課題

各自治体が採用する教育支援ソフトウェアの標準化？

教育支援ソフトウェアとCBTの連携？

CBTからのビッグデータのAI分析？

AI分析結果をどう利用？



～教えから学びへ～
子供たち一人一人の深い学びの実現を


